
【学年だよりでのお知らせ文】 

レポート 洗馬小学校1年生の実践

～ 一人ひとりがICTの善き使い手をめざす学びのあり方について ～ 

（１）タブレットとの出会い 

入学間もない４、５月は、学校生活のリズムに慣れること、ひらがなや言葉になれていくこ

とを優先させた。「タブレットやりたい」という声がよく上がってきたが、ルール、約束事

を十分指導しない中でタブレットを手渡すことは避けたいと思ったため、５月後半にタブ

レットを使わせる際には、GIGAスクールサポーターさんに授業で話をしていただき、約束

事を確認してタブレットと出合わせた。 

（２）使用するアプリを徐々に広げていく 

はじめは、カメラアプリとロイロノートの２つに限定して使用してきた。使う目的が学習の

記録なので、他のアプリをつかう必要もなく、１学期中はこの２つで十分であった。 

２学期に入ると、子どもたちが様々な子音に興味関心を寄せてきたこと、カタカナや漢字の

学習が始まったこと、算数もいろいろな問題を解けるようになってきたこともあり、ｅライ

ブラリやＷＥＢアプリ、ピクチャーキッズなどのアプリをつかう場面を作ってきた。学び方

を選べる段階に来たので、このようなことをやっても対応ができるようになった。 

（３）学級PTAや学年だよりなどで保護者に呼びかける 

【９月学級ＰＴＡ プレゼンでの資料】 



 

（４）個別配慮の必要な児童にとって使いやすい環境をつくる 「黒板の字が見にくい」「離

席をする」「見ることに集中できない」「登校して集団で生活す ることに不安がある」な

ど、学級で配慮の必要な児童が相当数いるため、ロイロノートの機 能を使って支援をして

いる。 

 

～むすびに～ 

１年生の実践の一例を通して、タブレット端末の取り扱いに様々配慮をしてきたことが 改

めてわかった。「ルール、約束事の大切さ」「使う目的を明らかにすること」「保護者への

理解、啓発」「配慮の必要な児童への対応」など、日頃の子どもたちの姿を見ながらやって

きたことに意味があるといいなと感じる。 

ＧＩＧＡスクール構想で一人１台端末が一気に進んだ分、そのひずみや課題もだいぶ明 ら

かになっている。世の中のデジタル化はますます加速しているし、人口減社会で人手不足

が叫ばれている中、子どもたちがデジタルと上手に付き合い、人とのかかわりに喜びを感

じ られる生き方ができるように、バランスを考えながら指導を積み重ねていく必要がある

と 考える。 


